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ヒ
ー
ト
ア
ツ
プ
す
る
消
費
税
政
局
の
台
風
の
目
は

や
は
り

多剛
腕
ク
だ
。
ひ
と
た
び
造
反
を
国
に
す
る

や
、
国
会
は
蜂
の
巣
を
つ
つ
い
た
混
乱
模
様
。
し
か

し
、
当
の
本
人
に
は
陸
山
会
事
件
の
判
決
が
待
ち
構

え
る
。見
渡
せ
ば
検
察
が
張
り
巡
ら
せ
た
罠
ば
か
り
。

無
罪
と
決
め
つ
け
る
の
は
ま
だ
早
そ
う
だ
。

の

ろ

し

″造
反
の
狼
煙
″
が
上
が
っ
た

の
は
２
月
４
日
の
立
春
。
列
島

を
襲

っ
た
大
寒
波
が
、
暦
ど
お

り
に
緩
ん
だ
ス
キ
を
突
い
た
形

に
な
っ
た
。
民
主
党
の
小
沢

一

郎
元
代
表
が
共
同
通
信
の
単
独

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
、
消
費

税
率
の
引
き
上
げ
に
関
す
る
法

案
の
採
決
で
反
対
す
る
考
え
を

明
か
し
た
の
だ
。

〈党
執
行
部
に

『無
理
や
り
法

案
を
通
す
と
な

´
っ
た
ら
反
対

だ
』
と
昨
年
の
う
ち
に
伝
え
た
。

（国
会
の
採
決
は
）
反
対
は
反

対
だ
。
何
か
の
拍
子
に
賛
成
に

な
っ
た
ら
お
か
し
い
。
筋
道
が

違
う
。
経
済
政
策
と
し
て
も
お

か
し
い
。
大
改
革
を
何
も
せ
ず

に
増
税
す
る
の
は
、
国
民
を
愚

弄
す
る
背
信
行
為
だ
〉

離
党
は
否
定
し
な
が
ら
も
、

野
党
が
内
閣
不
信
任
案
を
提
出

し
た
際
の
同
調
を
ち
ら
つ
か
せ

る
小
沢
氏
。
「不
退
転
の
決
意
」

を
掲
げ
て
消
費
増
税
を
め
ぐ
る

衆
院
解
散

・
総
選
挙
を
示
唆
す

る
野
田
佳
彦
首
相
を
強
く
牽
制

し
た
。
ボ
ス
の

″宣
戦
布
告
″
に
呼

応
す
る
か
の
よ
う
に
、
小
沢
グ

ル
ー
プ
の
主
戦
論
が
熱
を
帯
び

た
。
広
野
允
士
参
院
議
員
は
９

日
に
党
広
報
委
員
長
を
辞
任
し

「委
員
長
とヽ
し
て
増
税
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
や
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
語

っ
た
。
野
田
首
相
や

民
主
党
執
行
部
は
火
消
し
に
乗

り
出
す
意
向
だ
が
、
党
主
流
派

か
ら
は

「
こ
こ
ま
で
立
場
が
違

う
以
上
、
も
は
や
関
係
修
復
を

考
え
る
余
地
は
な
い
３
早
く
切

り
捨
て
れ
ば
小
沢
氏

へ
の
追
随

者
は
減
る
は
ず

・
（閣
僚
経
験

者
）
と

″追
萩
″
を
求
め
る
声

が
ロ
エＪ
っ
出
し
一亀

１
９
６
９
年

の
初
当
選
以

来
、
４３
年
に
及
ぶ
政
治
生
活
を

締

め
く
く
る
よ
う
に
剛
腕
は

″命
が
け
の
ゲ
ー
ム
″
に
挑
む

の
か
。
小
沢
氏
の
行
動
に
つ
い

て
側
近
は
こ
う
解
説
す
る
。

「
小
沢
氏
が
得
意
と
す
る
瀬
戸

際
戦
術
で
す
。
造
反
を
に
お
わ

せ
て
退
陣
表
明
に
追
い
込
む
手

法
は
、
菅
直
人
前
首
相
の
ケ
ー

ス
と
同
じ
。
た
だ
小
沢
氏
は
自

分
が
不
利
な
状
況
に
陥
れ
ば
、

巧
み
に
前
言
を
翻
し
て
別
の
戦

術
に
転
じ
る
で
し
ょ
う
」

社
会
保
障
と
税
の

一
体
改
革

つヽ

た

を
謳
い
な
が
ら
、
社
会
保
障
に

関
す
る
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
見

え
て
こ
な
い
野
田
政
権
。
は
た

か
ら
は
消
費
増
税
だ
け
が
突
出

し
て
い
る
印
象
で
、
小
沢
氏
に

と

っ
て
追
い
風
に
な
り
得
る
。

で
は
、
こ
の
側
近
が
語
る

「不

利
な
状
況
」
と
は
何
か
。
資
金

管
理
団
体

「陸
山
会
」
の
土
地

取
引
を
巡
る
政
治
資
金
規
正
法

違
反

（虚
偽
記
載
）
事
件
だ
。

側
近
の
話
を
続
け
よ
う
。

「
４
月
下
旬
に
小
沢
氏
に
対
す

る
判
決
が
出
ま
す
。
現
時
点
で

は
無
罪
の
公
算
が
大
き
い
感
触

で
す
が
、
首
相
周
辺
か
ら
は
、

小
沢
氏
が
有
罪
に
な
れ
ば
側
近

た
ち
と
ま
と
め
て
大
型
連
体
明

け
に
除
名
す
る
シ
ナ
リ
オ
が
漏

れ
聞
こ
え
て
い
ま
す
。
党
内
の

造
反
ム
ー
ド
は
し
ば
み
、
６
月

と
見
込
ま
れ
る
消
費
増
税
関
連

法
案
の
採
決
に
安
心
し
て
臨
め

る
か
ら
で
す
」

有
罪
判
決

の
可
能
性
は
十

分
。
そ
ん
な
見
立
て
に
沿

っ
た

筋
書
き
を
野
田
首
相
ら
は
描
い

て
い
る
と
い
う
。
「最
高
裁
事

務
総
局
に
パ
イ
プ
の
あ
る
民
主

党
幹
部
が
、
有
罪
の
感
触
を
野

田
首
相
に
伝
え
て
い
る
」
（民

主
党
ベ
テ
ラ
ン
議
員
）
と
の
証

言
も
あ
る
ほ
ど
だ
。

公
判
で
は
表
向
き
、
無
罪
の

道
筋
が
整
い
つ
つ
あ
る
。

小
沢
氏
の
関
与
を
示
す
唯

一

の
証
拠
は
、
元
秘
書
で
あ
る
石

川
知
裕
衆
院
議
員
の
供
述
調

書
。
小
沢
氏
の

「表
に
出
せ
な

い
」
個
人
資
金
４
億
円
を
隠
す

た
め
に
共
謀
し
た
経
緯
を
語

っ

た
も
の
だ
。
し
か
し
、
石
川
氏

を
含
め
た
元
秘
書
３
人
の
公
判

で
は

「検
事
の
威
迫
と
利
益
誘

導
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
」
と

認
め
ら
れ
、
証
拠
と
し
て
採
用
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「法
律
に
従
っ
て
選
ん
で
い
る
」

さ
ら
に
こ
こ
に
き
て
本
誌
が

「
小
沢
裁
判
」
の
背
景
を
探
る

と
、
検
審
員
の
中
立
性
を
揺
る

が
し
か
ね
な
い
疑
惑
が
浮
か
ん

で
き
た
。

「検
察
審
査
員
候
補
者
名
簿
管

理
シ
ス
テ
ム
」
（以
下
、
検
審

ソ
フ
ト
）
と
い
う
パ
ソ
コ
ン
ソ

フ
ト
が
あ
る
。

各
地
の
検
審
は
、
選
挙
管
理

委
員
会
が
選
挙
人
名
簿
を
基
に

選
ん
だ
検
審
員
候
補
予
定
者
の

デ
ー
タ
を
受
け
取
る
と
資
格
を

審
査
す
る
。
犯
歴
の
あ
る
人
な

ど
を
省
い
た
候
補
者
か
ら
、
無

作
為
に
く
じ
引
き
式
で
検
審
員

と
補
充
員
を
正
式
に
選
ぶ
ソ
フ

卜
だ
。
本
誌
は
そ
の
内
部
資
料

を
入
手
し
た
。

検
審
ソ
フ
ト
は
東
証
１
部
上

場
の

「富
士
ソ
フ
ト
」
（横
浜

市
中
区
）
が
開
発
。
最
高
裁
事

務
総
局
が
０８
年
４
月
１
日
付
で

発
注
し
、
５
カ
月
後
の
９
月
５

日
に
導
入
さ
れ
た
。

検
審
ソ
フ
ト
の
開
発
に
支
払

わ
れ
た
の
は
２
４
９
９
万
円
。

開
発
管
理
支
援
と
改
修
、
保
守

を
含
め
る
と
、
２
０
１
１
年
３

月
末
ま
で
の
判
明
分
だ
け
で
富

士
ソ
フ
ト
を
含
め
た
３
社
に
計

５
８
９
０
万
５
０
０
０
円
が
支

払
わ
れ
て
い
る
。

約
６
０
０
０
万
円
と
は
高
額

だ
が
、
ソ
フ
ト
に
詳
し
い
専
門

家
は

「安
く
て
７
０
０
万
円
、

ど
ん
な
に
高
く
て
も
２
０
０
０

万
円
以
内
」
と
分
析
す
る
。
そ

れ
だ
け
で
は
な
い
。
デ
ー
タ
の

〃改
ぎ
ん
″
が
可
能
な
ソ
フ
ト

だ
と
い
う
の
だ
。

検
審
ソ
フ
ト
の
実
態
に
詳
し

い
関
係
者
が
明
か
す
。

「
こ
の
ソ
フ
ト
で
出
来
る
候
補

者
名
簿
は
、
予
定
者
名
簿
フ
ァ

イ
ル
を
最
高
裁
事
務
総
局
に
い

っ
た
ん
送
り
、
帰
っ
て
き
た
デ

ー
タ
を
再
び
ソ
フ
ト
に
投
入
し

て
作
成
さ
れ
ま
す
。
問
題
な
の

は
予
定
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
な
く
て
も
、
新
た
に
別
の
候

補
者
を
直
接
入
力
す
る
こ
と
が

可
能
な
点
で
す
。
候
補
者
名
簿

の
デ
ー
タ
は
チ
エ
ッ
ク
さ
れ
な

い
た
め
、
意
図
す
る
人
を
潜
り

ヽ
込
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
」候
補
者
情
報
の
更
新
は
、
不

適
格
の
理
由
を
選
ん
で
承
認
し

ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で
可
能
な

の
だ
。
「当
選
さ
せ
た
い
人
以

外
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
る
と
消

去
さ
れ
る
。
く
じ
引
き
の
結
果

さ
れ
な
か
っ
た
。
調
書
を
作
っ

た
の
は
東
京
地
検
特
捜
部
の
日

代
政
弘
検
事

（現

・
新
潟
地
検

検
事
）
。
上
司
に
報
告
す

る
た

め
の
捜
査
報
告
書
で
は
、
石
川

氏
が
発
言
し
て
い
な
い
内
容
を

複
数
の
部
分
に
盛
り
込
ん
だ
。

捜
査
報
告
書
は
検
察
審
査
会
が

小
沢
氏
を
強
制
起
訴
す
る
際
の

根
拠
に
な
っ
て
お
り
、
検
審
は

虚
偽

の
資
料
で

「起
訴
相
当
」

を
議
決
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
う
な
る
と
当
然
の
よ
う
に

調
書

の
信
用
性
が
疑
わ
れ
る
。

東
京
地
裁
は
２
月
１７
日
に
証
拠

採
用
の
可
否
を
決
め
る
が

「ど

テ
転
ん
で
も
却
下
が
濃
厚
穴
東

京
地
検
関
係
者
Υ
だ
。

０
０
万
円
の
「く
じ
引
き
ソ
フ
ト
」
は
改
ざ
ん
可
能

ｒ

記
者
取
材
に
電
話
を
た
た
き
切
っ
た
検
審
ト
ツ
プ
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は
無
作
為
ｔ
は
程
遠
く
な
る
」

（前
出

。
関
係
者
）
の
が
実
情

だ
と
い
う
。

選
定
作
業
に
は
、
東
京
地
検

検
事
と
東
京
地
裁
判
事
が
立
ち

会
う
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
立
会
人
が
捺
印
す
る
の
は

選
定
が
終
わ
っ
た
後
の
リ
ス
ト

で
、
検
審
員
か
ら
外
れ
た
人
と

そ
の
理
由
が
分
か
る
帳
簿
は
保

存
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。

検
審
員
を
選
ぶ

一
連
の
作
業

で
は
、
¨
民
間
業
者

へ
の
委
託
も

多
い
。
郵
送
に
よ
る
候
補
者

へ

の
通
知
、
電
話
対
応
な
ど
だ
。

前
出
の
関
係
者
は
、

「選
考
過
程
で
の
個
人
情
報
は

厳
重
に
秘
匿
す
べ
き
。
そ
う
し

な
け
れ
ば
、
委
託
業
者
が
検
審

員
の
メ
ン
バ
ー
を
類
推
す
る
こ

と
が
可
能
で
、
意
図
的
に
特
定

の
人
を
勝
手
に
検
審
員
に
選
ぶ

余
地
も
あ
る
」
　

　

・

と
指
摘
す
る
。

不
正
が
可
能
な

″穴
だ
ら
け

の
ソ
フ
ト
″
で
選
ば
れ
た
検
審

員
は
、
本
当
に
市
民
の
代
表
と

い
え
る
の
か
。
さ
ら
に
、
こ
の

ソ
フ
ト
が
国
会
議
員
を
対
象
に

し
た
検
審
で
使
用
さ
れ
た
の
は

小
沢
氏
の
ケ
ー
ス
が
初
め
て
だ

っ
た
。
東
京
第
５
検
察
審
査
会
は
２

０
１
０
年
９
月
１４
日
、
小
沢
氏

に
つ
い
て
２
度
目
の

「起
訴
相

当
」
と
判
断
し
、
強
制
起
訴
に

至

っ
た
経
緯
も
不
自
然
に
見
え

る
点
が
あ
る
。
「
起
訴
相
当
」

と
判
断
し
た
の
は
な
ん
と
民
主

党
代
表
選
当
日
。
「議
論
が
煮

詰
ま
っ
た
」
と
の
声
が
上
が
っ

て
議
決
に
持
ち
込
ま
れ
た
，
代

表
選
で
小
沢
氏
の
落
選
が
決
ま

る
約
３０
分
前
の
こ
と
だ
こ

小
沢
氏
に
近
い
民
主
党
関
係

者
が
推
測
す
る
。

「代
表
選
に
ぶ
つ
け
た
異
例
の

議
決
は
、
検
審
事
務
局
や
最
高

裁
事
務
総
局
が
小
沢
氏
起
訴
に

導
き
や
す
い
検
審
員
を
選
ん
だ

証
左
で
は
な
い
か
」

前
述
の
ソ
フ
ト
導
入
の
経
緯

を
踏
ま
え
れ
ば
、
そ
ん
な
疑
問

が
出
て
く
る
の
は
も
っ
と
も
だ

ろ
う
。
東
京
地
裁
管
内
の
検
審
を
統

括
す
る
、
事
実
上
の
ト
ッ
プ
で

あ
る
東
京
第
１
検
察
審
査
会
の

長
瀬
光
信
事
務
局
長
に

「検
審

員
の
選
出
方
法
」
「
く
じ
引
き

ソ
フ
ト
の
疑
間
」
な
ど
に
つ
い

て
、
本
誌
は
確
認
取
材
を
申
し

入
れ
た
。
だ
が
、
選
出
の
基
本

的
な
流
れ
を
説
明
し
た
以
外
は

「法
律
に
従

っ
て
選
ん
で
い
る
」

と
繰
り
返
す
だ
け
だ
っ
た
。
ソ

フ
ト
選
定
の
理
由
な
ど
を
聞
こ

う
と
食
い
下
が
る
と
、　
一
方
的

に
電
話
を
た
た
き
切
っ
た
。

公
平

。
公
正
が
最
優
先
さ
れ

る
の
が
司
法
の
原
則
だ
。
検
審

は
国
会
の
場
で
洗
い
ざ
ら
い
情

報
公
開
し
、
疑
惑

の
払

拭
を

図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

本
誌

・
鳴
海
　
』宗

: 1碁豊な墨澪薯島

「香
織
」
「知
く
ん
」。
昨
年
Ю

ン
タ
ル
ホ
テ
ル
東
京

（旧
東
京

全
日
空
ホ
テ
ル
）
で
催
さ
れ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
場
所
が
場

婚
し
た
二
人
は
そ
う
呼

び
合
っ
て
同

小
沢

一
郎
民
主
党
元

一だ
、
会
場
の
ホ
テ
ル
は
中
堅

元
私
設
秘
書
で
政
治
資
金
規
正

法
違
反
の
罪
に
問
わ
れ
て
い
る

石
川
知
裕
衆
院
議
員

（３８
）
と
、

ゼ
ネ

コ
ゴヽ

県
桑
名
市
）
２
異
金
を
石
川
氏

元
Ｂ
Ｓ
Ｈ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ま

に
渡
し
た
」
と
東
京
地
裁
で
証

言
し
た
と
い
う
い
わ
く
つ
き
。

石
川
氏
は
こ
う
明
か
す
。

一サ
ー
ビ
ス
の
良
さ
や
、
都
心

織
さ
ん

披
露
宴

月
４
日
、
小
沢
氏
ら
約
３

０
０
人
を
招
き
、
東
京

一
赤
坂

の
Ａ
Ｎ
Ａ
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ

　

と
い
う
交
通
の
利
便
性
で
選
び

ま
し
た
。
私
に
は
何
も
や
ま
し

い
と
こ
ろ
は
な
い
の
で
、
あ
え

て
そ
こ
で
行
う
こ
と
で

（不
正

は
）

一
切
な
い
こ
と
を
訴
え
た

い
気
持
ち
も
あ
りは

「帰
り
際
に

受
現
場
ｔ
さ
れ
た
）
２
階

（
の
喫
茶
店
）
に
寄

っ
て
、
見

だ
さ
い
。
貧

般

客
が
多
く
）
受
け
河
じ
が
な
き

る
場
所
じ
ゃ
な
い
こ
と
が
分
か

る
で
し
ょ
う

一
と
招
待
客
の
笑

い
を
誘

っ
た
と

い
う
，

政
界
か
ら
は
、
小
二
丘
〓
∴

や
小
沢
事
務
所
出
身

の
樋
高

剛
、
川
島
智
太
郎
両
衆
院
議
員

▽
石
川
氏
が

る
新
党
大

民
主
の
鈴
木
宗
男
代
表

と
松
本
謙
公
代
表
代
行
兼
幹
事

長
▽
選
挙
区
が
隣
の
伸
野
博
子

衆
院
議
員
▽
当
選
同
期
（２
回
）

の
石
関
貴
史
衆
院
議
員
ら
が
出

席
し
た
。
歌
手
の
松
山
千
春
が

「大
空
と
大
地
の
中
で
」
を
ア

熱
唱
）^
通
常
の
パ
ー

テ
イ
ー
で
は

わ
る
と
す
ぐ
に
退
奪
す
る
小
三

手
（
・
リ
ク
一」
」
議
一
け
」
わヽ
二
‐ヽ
っ

´
ヽ
議
一（
τ́
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